















































































































































API (M = 1.5 hr)
1.5時間半減期雨量




























































































































































  Model                        Function                          
 
  Li1    H ＝b0＋b1X1 
  Pw1    H ＝b0＋b1X1p1 
  Li2    H ＝b0＋b1X1＋b2X2 
  Pw2    H ＝b0＋b1X1p1＋b2X2p2 
Li2 (72, 1.5 hr) Pw2 (72, 1.5 hr) Li1
Pw1 Li2 Pw2
Kosugi et al., Journal of Japan Society of Erosion Control Engineering, 66 (4), p. 21-32, 2013
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Ds : 積雪深 [m]
Ta : 気温 [°C]






St+t = St+ Dst+t = St+t / Ds
Ta
qt+t = Ds t / w /t
St+t = St – w qt+t tt+t = St+t / Ds
qt+t = 0
St+t = Stt+t = St+t / Ds
Ds ≤ 0 Ds > 0
Ta ≤ 0Ta > 0
Start
圧雪過程融雪過程
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流量と融雪
融雪を分を追加すると、観測流量に近い状態となっ
た。斜面では、5月、6月でも融雪出水の影響がある
事が分かる。
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5月、6月の融雪期の湧水に関しては、まだ正確に
表現できているわけではないが、小学校での観測
雨量と観測所の積雪深で、実際の湧水にかなり近
い状態を表現し、確認する事が出来るようになっ
た。
これにより、雨量観測、湧水観測から、より小学
校に合わせた斜面危険度評価をする事が可能と
なった。
今後は早期警戒避難の情報を提供する為に、より
長期のデータを収集し、モニターの表示に関して
も検討・改修を進めていく。
まとめ
栃尾小学校のOBという事で、「いつか話をして
もらいたいね」と小学校から聞いていた。
来年度の観測所の状況を考えると、タイミング
によっては授業で話をする可能性もある為、
しっかり学んで話が出来るようにしたい。
まとめ
今後について
 今後も継続して雨量・湧水観測を実施する。
長期データを元に精度を更に高めていく必要が
ある。
 栃尾小学校での防災教育授業の実施。
4年生への防災教育授業を小学校の恒例年間行
事になるように継続して実施していきたい。
 来年度、観測所の環境が大きく変わる。
1人で対応する事も増えるので、事前に準備が
出来る事はしておきたい。
 体力の維持、向上の為の運動の継続。
